






要約:現在行政的に行われている、乳幼児健診の受診率は高く、受診して良かったとする

母親が多く、定着している、疾病の発見、身体発育の評価については、精密検査、事後指

導なども含めて、健診が有効に行われている一方、運動発達、精神発達の遅れについては、

事後指導も不十分であり、今後の充実が待たれる。


